
荒
尾
と
い
え
ば
「
荒
尾
競
馬
」
―
。

長
き
に
わ
た
っ
て
荒
尾
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
内
外

で
親
し
ま
れ
た
荒
尾
競
馬
が
、
昨
年
12
月
、
長
い
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

荒
尾
競
馬
の
歴
史
は
、
今
月
１
日
に
市
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
た
本
市
の
歴
史
よ
り
も
長
く
、
私
た
ち
の
市
民
生
活

に
溶
け
込
み
、
支
え
て
い
た
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
荒
尾
競
馬
の
存
在
は
、
廃
止
と
な
っ
た
こ
れ

か
ら
も
、
荒
尾
市
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
り
続
け
る
こ
と

に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

84
年
も
の
間
、
人
々
に
た
く
さ
ん
の
「
夢
」
を
与
え
て
き

た
荒
尾
競
馬
。
し
か
し
同
時
に
、
荒
尾
市
に
乗
り
越
え
て

い
く
べ
き
課
題
も
残
し
ま
し
た
。

こ
の
70
年
間
、
荒
尾
市
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
た
要
素
の

一
つ
で
あ
る
競
馬
が
残
し
た
も
の
―
そ
れ
を
正
面
か
ら
見

つ
め
る
と
き
、
未
来
に
輝
く
荒
尾
の
「
夢
」
に
必
要
な
も

の
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夢
を
つ
な
い
で
き
た
70
年
を
礎
に
、
さ
ら
に
未
来
に
は
ば

た
く
た
め
に
―
。

荒
尾
競
馬
と
、
こ
れ
か
ら
の
荒
尾
を
考
え
ま
す
。

炭
鉱
と
競
馬
―

共
に
紡
い
だ
荒
尾
の
歴
史

荒尾競馬と関係する出来事（略年表）
年月 出来事

昭和 3 年 2 月 荒尾競馬で第 1 回の競馬開催
14 年 4 月 軍馬資源保護法の施行で鍛錬競馬競争

を昭和 19 年まで実施
17 年 4 月 荒尾市制施行

昭和 23 年 5 月 自治法改正、新競馬法の公布
30 年 10 月 熊本県と荒尾市の協議により、一部事

務組合「荒尾競馬組合」が発足
35 年 1 月 三井三池争議
38 年 11 月 三井三池三川坑炭じん爆発
46 年 6 月 第 1 スタンドが完成。
49 年 12 月 第 2 スタンド増設と管理棟が完成
53 年 4 月 開設 50 周年式典を実施
56 年 3 月 場内野球場が完成

平成 6 年 5 月

6 月

不祥事件のために開催を自粛し中止
（5 月 28 日～ 6 月 5 日）
競馬法の規定に基づき開催停止

（6 月 10 日～ 26 日）

7 年 10 月 JRA 場外発売所開設
8 年 9 月 三井三池炭鉱四山坑発破解体
9 年 3 月 三井三池炭鉱閉山

10 年 11 月 広域場間場外発売開始
12 年 6 月 「九州競馬」発足（荒尾、佐賀、中津）

12 月 牧野孝光騎手、2,000 勝達成
13 年 3 月 中津競馬最終開催

4 月 荒尾・佐賀・岩手競馬で姉妹提携
14 年 7 月 尾林幸彦騎手、2,000 勝達成
15 年 11 月 キサスキサスキサス号、24 連勝達成
16 年 10 月 第 1 回全日本レディース招待競争開催

岩永千明騎手が総合優勝
18 年 4 月 インターネットで動画配信開始
19 年 4 月 ニューウェーブ大崎（場外発売所）を

開設
20 年 1 月 冬期交流レースの実施

岩手競馬から 50 頭来場
12 月 冬期交流レースの実施

北海道競馬から 31 頭来場
21 年 2 月 薬物陽性馬発生、検査結果の判明まで

出走を自粛
2 月 競馬組合が「荒尾競馬自主短期経営健全

化計画」（Ｈ 21 ～ 23）を策定
5 月 市が荒尾競馬あり方検討会設置
6 月 競馬組合が荒尾競馬活性化委員会設置
8 月 あらお荒炎祭、競馬場で開催

10 月 あり方検討会による「荒尾競馬の活性
化、経営改善及び今後のあり方に関す
る提言」答申

22 年 5 月 万田坑グランドオープン
6 月 BAOO 天文館（場外発売所）開設
7 月 荒尾競馬オフィシャルブログ開設
8 月 あらお荒炎祭、2 度目の競馬場開催

23 年 2 月 競馬に地方公営企業法の一部適用
9 月 荒尾競馬廃止の方針を表明

12 月 荒尾競馬最終開催（23 日）
24 年 3 月 荒尾競馬組合解散

き
な
転
機
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
、
平
成

９
年
の
三
井
三
池
炭
鉱
の
閉
山

で
す
。

荒
尾
は
明
治
か
ら
平
成
ま
で
、

基
幹
産
業
で
あ
っ
た
炭
鉱
と
共

に
寄
り
添
い
、
発
展
し
て
き
た

ま
ち
で
す
。
炭
鉱
マ
ン
の
娯
楽

の
場
と
し
て
も
存
在
感
を
放
っ

た
荒
尾
競
馬
は
、
不
況
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
と
い
う
社

会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

炭
鉱
と
競
馬
の
歴
史
は
、
今

の
荒
尾
市
に
と
っ
て
大
切
な
礎

と
い
え
ま
す
。

荒
尾
競
馬
は
、
荒
尾
が
ま

だ
荒
尾
町
だ
っ
た
昭
和
２

（
１
９
２
７
）年
11
月
に
競
馬
施

行
認
可
を
受
け
、
翌
年
２
月
、

１
回
目
の
競
馬
を
行
い
ま
し
た
。

発
起
人
は
地
元
有
志
７
人
。

荒
尾
競
馬
は
万
田
駅（
現
荒
尾

駅
）か
ら
近
い
た
め
に
交
通
の
便

が
良
く
、
地
理
的
に
九
州
の
中

程
に
あ
る
と
い
う
好
条
件
か
ら
、

ま
ち
が
に
ぎ
わ
い
、
発
展
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

競
馬
が
荒
尾
で
長
い
歴
史
を

刻
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
競
馬
や
市
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
、
大

競馬事業の廃止

ここから未来に

踏み出すために

つないでいく
 夢 の物語

つないでいく
 夢 の物語
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■帯広

■門別

■盛岡

■水沢

金沢■

姫路■福山■

佐賀■
■高知

■名古屋

笠松
■

■浦和
■大井
■川崎
■船橋
□中山
□東京

□

□
福島

□
新潟

函館

小倉
□ □ □

■園田

阪神
京
都

日本の競馬場　分布図

■地方競馬　16 場
◆地方・中央共用競馬場　2 場
□中央競馬場　8 場

◆中京

◆札幌

「
競
馬
廃
止
」
と
そ
の
背
景

―
苦
渋
の
決
断
と
競
馬
経
営
の
状
況

競
馬
の
廃
止
と
い
う
決
断
は
、

約
13
億
６
千
万
円
と
い
う
累
積
赤

字
を
抱
え
、
経
営
改
善
に
将
来
的

な
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
で
、

市
財
政
へ
の
負
担
が
心
配
さ
れ
、

下
さ
れ
た
も
の
で
す
。

荒
尾
競
馬
は
、
昭
和
３
年
の
施

行
か
ら
数
度
の
競
馬
関
係
の
法
改

正
を
経
て
、
昭
和
30
年
10
月
、
熊

本
県
と
荒
尾
市
に
よ
る
一
部
事
務

組
合
「
荒
尾
競
馬
組
合
」
を
発
足

し
、
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

経
営
は
、
三
井
三
池
争
議
が
起

こ
っ
た
昭
和
30
年
代
初
頭
の
低
迷

期
を
乗
り
越
え
る
と
、
高
度
経
済

成
長
を
背
景
に
売ば

い
と
く
き
ん

得
金
※

も
入
場

者
も
増
加
し
て
波
に
乗
り
ま
し

た
。し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
、

平
成
４
年
に
売
得
金
・
入
場
者
数

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
は
、
景
気

の
低
迷
で
売
上
は
急
落
。
平
成
９

年
の
三
井
三
池
炭
鉱
の
閉
山
を
境

に
、
さ
ら
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。

閉
山
で
荒
尾
・
大
牟
田
の
人
口

が
減
り
に
ぎ
わ
い
が
薄
れ
る
と
、

一
層
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
時
代
と

共
に
、
仕
事
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

も
変
わ
り
ま
し
た
。
レ
ジ
ャ
ー
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
多
様
に
な
っ
た
こ

と
、
若
い
世
代
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
離

れ
も
一
因
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
競
馬
は
客
層

拡
大
と
集
客
増
を
目
指
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
や
中
津
競
馬
、
佐
賀

競
馬
と
共
に
「
九
州
競
馬
」
の
開

催
な
ど
、
魅
力
あ
る
競
馬
場
運
営

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
職

員
数
の
削
減
や
委
託
業
務
を
一
括

し
て
行
う
こ
と
で
経
費
を
削
減
、

平
成
19
年
に
鹿
児
島
県
曽そ

お於
郡
大

崎
町
に
場
外
発
売
所
を
設
置
、
売

り
上
げ
の
拡
大
を
図
る
な
ど
の
経

営
努
力
も
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
売
上
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
平
成
21
年
度
ま
で

に
11
年
連
続
の
赤
字
を
計
上
。
経

営
が
悪
化
す
る
と
、
さ
ら
な
る
経

費
削
減
を
す
る
た
め
に
開
催
日
数

な
ど
を
減
ら
し
、
経
費
を
減
額
し

た
こ
と
で
、
所
属
す
る
馬
の
数
も

減
り
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
番
組
編

成
が
難
し
く
な
る
と
云
う
、
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
、
市
は
有
識
者
に
よ

る
「
荒
尾
競
馬
あ
り
方
検
討
会
」

を
設
置
し
、
競
馬
の
今
後
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
同
年
10

月
、
同
会
は
市
長
に
競
馬
の
存
廃

は
「
平
成
21
年
度
～
23
年
度
の
収

支
状
況
と
将
来
の
見
通
し
を
も
っ

て
判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
」
と
い

う
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
競
馬
組

合
も「
荒
尾
競
馬
活
性
化
委
員
会
」

を
設
置
し
て
独
自
の
経
営
改
善
策

の
も
と
で
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
、
年
度
の
途
中
で

行
っ
た
出
走
手
当
の
減
額
に
よ

り
、
単
年
で
の
度
黒
字
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
限
界

ま
で
行
っ
た
経
営
努
力
を
今
後
も

続
け
、
安
定
し
た
黒
字
経
営
を
行

う
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、
廃
止

を
決
断
し
た
の
で
す
。

地
方
競
馬
全
体
の
現
状
に
目
を

向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
元
年
以
降
、
事
業
を
廃
止

し
た
地
方
競
馬
場
は
14
場
あ
り
ま

す
が
、
門
別
競
馬
場
の
指
定
に
伴

い
廃
止
さ
れ
た
函
館
競
馬
場
以
外

は
、
財
政
難
・
売
上
減
少
に
よ
っ

て
廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
以
降
に
廃
止
さ
れ
た

ほ
と
ん
ど
の
競
馬
場
は
、
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
に
よ
る
不
況
と
レ

ジ
ャ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
多
様
化

な
ど
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が
減
少

し
、
経
営
が
悪
化
し
た
こ
と
が
理

由
で
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方

競
馬
は
、
年
々
売
得
金
と
入
場
者

数
が
落
ち
る
の
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
ず
、
16
場
あ
る
地
方
競
馬
場

の
半
数
近
く
が
赤
字
経
営
を
続
け

て
い
ま
す
。
荒
尾
だ
け
で
な
く
、

全
国
の
地
方
競
馬
が
悩
む
問
題
な

の
で
す
。

地
方
競
馬
は
、
終
戦
後
に
地

方
公
共
団
体
が
主
催
す
る
公
営

競
技
と
し
て
再
出
発
し
、
復
興

費
用
を
ね
ん
出
す
る
こ
と
を
名

目
に
開
催
さ
れ
、
地
方
財
政
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

馬
を
生
産
す
る
畜
産
業
と
の

密
接
な
つ
な
が
り
や
、
競
馬
以

外
の
乗
馬
競
技
や
神
事
な
ど
文

化
的
行
事
と
も
関
係
が
深
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
か
つ
て
は
農

業
や
運
搬
な
ど
日
常
の
動
力
と

し
て
、
馬
は
人
々
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
歴
史

と
文
化
、
経
済
に
根
差
し
た
馬

を
扱
う
競
馬
は
、
こ
の
よ
う
に

社
会
的
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
。

地
方
競
馬
の
今
後
は
、
競
馬
を

主
催
す
る
地
方
公
共
団
体
と
、
競

馬
に
従
事
す
る
人
や
馬
の
生
産

者
、
競
馬
場
の
あ
る
地
域
に
住
む

人
た
ち
の
未
来
に
影
響
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
地
方
競
馬
は
、
全

国
的
な
経
済
状
況
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
り
影
響
を
受
け

ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
各
地
の

地
方
競
馬
は
存
続
と
廃
止
を
決
断

し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
競
馬
場
が
現
状

を
正
し
く
認
識
し
、
あ
る
べ
き

形
を
探
り
な
が
ら
、
見
え
な
い

努
力
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

平成元年以降廃止になった地方競馬場
競馬場 都道府県 主催者 最終開催日

函館 北海道 北海道 平成 3 年 3 月 22 日
中津 大分 中津競馬組合 平成 13 年 3 月 12 日
三条 新潟 新潟競馬組合 平成 13 年 8 月 16 日
新潟 新潟 新潟競馬組合 平成 14 年 1 月 4 日
益田 島根 益田市 平成 14 年 8 月 16 日
足利 栃木 足利市 平成 15 年 3 月 3 日
上山 山形 上山市 平成 15 年 11 月 11 日
高崎 群馬 群馬県競馬組合 平成 16 年 12 月 31 日
宇都宮 栃木 栃木県 平成 17 年 3 月 14 日

岩見沢 北海道
北海道 平成 9 年 11 月 27 日
北海道市営競馬組合（ばんえい） 平成 18 年 10 月 2 日

北見 北海道 北海道市営競馬組合（ばんえい） 平成 18 年 11 月 27 日

旭川 北海道
北海道市営競馬組合（ばんえい） 平成 18 年 6 月 12 日
北海道 平成 20 年 10 月 16 日

荒尾競馬　収支決算の推移地方競馬　売得金と入場者数の推移（年度別）

Ｈ
21
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
19
年
度

Ｈ
18
年
度

Ｈ
17
年
度

Ｈ
16
年
度

Ｈ
15
年
度

Ｈ
14
年
度

Ｈ
13
年
度

Ｈ
12
年
度

Ｈ
11
年
度

Ｈ
10
年
度

Ｈ
９
年
度

Ｈ
８
年
度

Ｈ
７
年
度

Ｈ
６
年
度

Ｈ
５
年
度

Ｈ
４
年
度

Ｈ
３
年
度

Ｈ
２
年
度

H
元
年
度

1 兆
2 千億円

1 兆円

8 千億円

6 千億円

4千億円

2千億円

0

1 千 6 百万人

1 千 4 百万人

1 千 2 百万人

1 千万人

8 百万人

6百万人

4百万人

2百万人

0

売得金
入場者数

売
得
金

入
場
者
数 Ｈ

22
年
度

Ｈ
21
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
19
年
度

Ｈ
18
年
度

Ｈ
17
年
度

Ｈ
16
年
度

Ｈ
15
年
度

Ｈ
14
年
度

Ｈ
13
年
度

Ｈ
12
年
度

Ｈ
11
年
度

Ｈ
10
年
度

Ｈ
９
年
度

Ｈ
８
年
度

Ｈ
７
年
度

Ｈ
６
年
度

Ｈ
５
年
度

Ｈ
４
年
度

Ｈ
３
年
度

Ｈ
２
年
度

H
元
年
度

70 万人

60 万人

50 万人

40 万人

30 万人

20 万人

10 万人

0

180 億円

160 億円

140 億円

120 億円

100 億円

80 億円

60 億円

40 億円

20 億円

0

荒尾競馬　売得金と入場者数の推移

売得金
入場者数

売
得
金

入
場
者
数

競
馬
廃
止
―
時
代
と
背
景

未
来
を
見
据
え
て
―
市
の
決
断

半
数
が
赤
字
経
営
と
い
う
苦
境

苦悩する全国の地方競馬

▲昭和 50 年代前半のレースと満員のスタンド

馬
事
文
化
と
地
方
を
守
る
競
馬

※
　
競
馬
用
語
で
勝
馬
投
票
券
の
発
売
金
か
ら
返
還
金
を
引
い
た
も
の
。

Ｈ
12
年
度

Ｈ
11
年
度

Ｈ
10
年
度

Ｈ
９
年
度

Ｈ
８
年
度

Ｈ
７
年
度

Ｈ
６
年
度

Ｈ
５
年
度

Ｈ
４
年
度

Ｈ
３
年
度

Ｈ
２
年
度

H
元
年
度

Ｈ
22
年
度

Ｈ
21
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
19
年
度

Ｈ
18
年
度

Ｈ
17
年
度

Ｈ
16
年
度

Ｈ
15
年
度

Ｈ
14
年
度

Ｈ
13
年
度

10 億円

5 億円

0 円

5 億円

10 億円

△ 15 億円
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競
馬
事
業
と
は
、
刑
法
の
例

外
と
し
て
地
方
自
治
体
に
認
め

ら
れ
た
収
益
事
業
で
す
。
事
業

目
的
は
地
方
公
共
団
体
の
財
政
・

畜
産
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

と
、
国
民
に
健
全
な
レ
ジ
ャ
ー

を
提
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

荒
尾
競
馬
は　

▼
平
成
10
年

度
ま
で
に
荒
尾
市
に
お
よ
そ

87
億
５
千
万
円
、
熊
本
県
に
お

よ
そ
３
億
８
千
万
円
の
収
益
金

を
配
分　

▼
開
催
や
施
設
管

理
な
ど
で
地
域
に
年
間
お
よ
そ

10
億
円
の
経
済
効
果
と
お
よ
そ

６
百
人
の
雇
用
を
創
出　

▼
地

方
競
馬
全
国
協
会
を
通
じ
て
通

算
で
お
よ
そ
40
億
円
の
畜
産
振

興
へ
寄
与
す
る
な
ど
、
収
益
金

を
通
じ
て
荒
尾
市
の
財
政
を
支

え
、
県
や
国
の
畜
産
振
興
の
一

端
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
市
で
は
、
平
成
10
年
度

ま
で
に
収
め
ら
れ
た
収
益
金
を
、

市
内
の
公
共
施
設
の
建
設
整
備

や
社
会
福
祉
充
実
の
た
め
の
事

業
に
充
て
て
き
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
現
在
の
市
民
生

活
を
今
も
支
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
医
療
や
母
子
家
庭

医
療
の
無
料
制
度
を
実
施
し
た

市内一円の道路整備 福祉村の建設整備

市内一円の道路側溝整備 公営住宅の建設整備

し尿処理・ごみ処理施設の整備 公共下水道建設整備

給食センター施設整備 幼稚園就園奨励事業

小中学校の新築・増改築 高齢者・母子家庭医療費費助成

小中学校の体育館整備 失業者対策事業

小中学校のプール建設 畜産・水産業の振興事業

運動公園施設の整備 災害復旧事業

競馬事業の収益による主な建設事業や政策

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
施
設
、
教
育
施
設
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
―
現
在
の
荒
尾
市

に
住
む
私
た
ち
の
生
活
の
基
礎

を
築
い
て
い
る
施
設
は
、
競
馬

事
業
に
よ
る
収
益
金
を
活
用
し

て
作
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

競
馬
は
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
と

同
時
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
す
。
訪

れ
る
人
に
は
、
人
馬
が
一
体
と

な
っ
て
よ
り
速
く
駆
け
る
姿
に

ロ
マ
ン
を
求
め
た
人
も
、
ス
リ

ル
や
興
奮
、
幸
運
を
求
め
た
人

も
い
た
で
し
ょ
う
。

「
夢
」
を
求
め
て
集
ま
る
人
で

荒
尾
に
に
ぎ
わ
い
を
生
ん
だ
競

馬
は
、
訪
れ
る
人
の
心
に
「
夢
」

を
残
し
、
ま
ち
と
住
む
人
に
は

未
来
に
「
夢
」
を
紡
ぐ
こ
と
が

で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
の
礎
を

残
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
荒
尾
に
住
ん
で
、

よ
り
良
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
で

私
た
ち
自
身
の
生
活
を
「
夢
」

の
あ
る
も
の
に
変
え
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
夢
」
に

あ
ふ
れ
た
未
来
を
贈
り
た
い
と

願
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

荒
尾
で
暮
ら
し
な
が
ら
紡
ぐ

「
夢
」
―
こ
れ
が
競
馬
が
残
し
て

く
れ
た
貴
重
な
遺
産
な
の
で
す

私が競馬事務局にいたときは、
荒尾競馬での 1 日当たり、開催 1
回当たり、1 レース当たりの売上
のレコードが出た時代で、大変な
にぎわいでした。ですから、多い
時で競走馬が６百頭以上いたと記
憶しています。調教師、厩務員、
騎手も大変多かったです。
何より、勝馬投票券を売る女性
だけでもやはり６百人くらい働い
ていました。女性は地域の主婦の
人たちが多かったように思います。

ごとう・ひさお　昭和９年
生まれ、新生区在住。昭和
48 年 10 月～平成 6 年 3 月、
荒尾競馬組合事務局に勤務。
平成 4 年からは事務局長を
務めた。

昭和 50 年頃からは競馬場もどん
どんコンピューター化が進み、オッ
ズや販売機の導入など、施設設備
にも費用を掛けました。
市営バスを借りて、熊本市内や
福岡からお客さんを無料で送迎し
ていたことも覚えています。荒尾
の地域経済の活性化に大変貢献し
たと思います。廃止してしまいま
したが、荒尾競馬は荒尾市にとっ
て、地域に貢献してきた重要な産
業だったと思います。

18 年程前に友人と来たのが
きっかけで、よく荒尾に来
ました。ギャンブルという
より、賭けた馬が頑張って
くれるのが楽しかったです。
荒尾競馬は馬が身近に感じ
られて好きでした。

荒尾には、年に何回か来て
いました。特別観覧席から
海が見える他場では見られ
ない景色が印象的でした。
ラーメンがおいしかったで
す。廃止はとても残念に思
いますが、仕方ないですね。

内田幹夫さん（佐賀市） 野田真さん（福岡市）

佐賀競馬と日程がずれてい
て来やすく、海と近い立地
が良かったとお 2 人は話し
ました。園田さんは「当た
らない思い出ばかりです」、
貞刈さんは「2 回は当たっ
たなあ」と振り返りました。

貞刈伸二さん、園田孝義さん（ともに大川市） 野口武晴さん（東京都）、高木慎典さん（神奈川県）

2 人で全国の競馬場巡りを
していて、廃止を知って来
場。野口さん「競馬もです
が、九州の食べ物が印象に
残っています」高木さん「荒
尾のコースのコーナーの独
特のふくらみが好きでした」

人々の心に残る思い出という名の「夢」

市制施行より長い 84 年の歴史を刻んだ荒尾競馬。

その営みは、荒尾に何を残したのでしょうか。

競
馬
が
作
っ
た
荒
尾
の
カ
タ
チ

競馬が荒尾に残したもの

「
夢
」
と
い
う
競
馬
の
遺
産

小岱作業所（福祉村内） 給食センター 学校（写真は中央小学校）

有明小学校は、競馬事業の収益
金を活用して昭和 53 年に移転新
築されました。荒尾の子どもた
ちは、夢あふれるそれぞれの未
来のために、競馬の遺産の一つ
である校舎で今も学んでいます。

荒尾競馬組合に長年勤めた後藤久雄さん
は、雇用の場としての競馬を語りました。

昨年 12 月 23 日の荒尾競馬最終開催日、来場者に荒尾競馬への思い出を聞きました。

地域の雇用を創り出した競馬は
女性の働く場としても貢献
元荒尾競馬組合事務局長　後藤久雄さん
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競
馬
の
廃
止
に
当
た
り
、
市

で
は
競
馬
場
関
係
者
に
対
し
、

協
力
見
舞
金
の
支
払
い
や
、
競

馬
事
業
に
従
事
し
た
人
の
再
就

職
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

協
力
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
１

月
18
日
付
け
で
交
渉
を
終
え
、
支

払
い
を
始
め
ま
し
た
（
総
額
お

よ
そ
４
億
１
千
万
円
、
12
月
・
１

月
の
補
正
予
算
に
計
上
）。
従
事

者
の
再
就
職
は
、
１
０
２
人
中

21
人
が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、

引
き
続
き
支
援
を
続
け
ま
す
。

今
後
は
競
馬
事
業
の
清
算
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
競
馬
組
合

の
土
地
・
建
物
と
債
権
、
債
務

を
荒
尾
市
が
継
承
し
、
清
算
に

必
要
な
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

債
務
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
現

在
で
お
よ
そ
17
億
７
千
６
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

を
10
年
で
返
済
す
る
「
第
三
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
」（
三

セ
ク
債
）※1
の
起
債
と
、
３
億

円
程
度
を
見
込
む
清
算
剰
余

金
※2

、
財
政
調
整
基
金
（
市

の
一
般
財
政
の
預
金
）
か
ら

１
億
１
千
６
百
万
円
を
投
じ
て

返
済
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
た

め
、
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
に
、
歳
出
と
し
て
三
セ
ク
債
の

償
還
金
※3

１
億
５
千
８
百
６
万

円
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
土
地
・
建
物
を
引
き
継

ぐ
に
当
た
り
、
競
馬
場
内
の
民

間
所
有
地
の
土
地
借
り
上
げ
料
・

施
設
管
理
費
を
４
千
万
円
を
別

に
計
上
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
荒
尾
競
馬
廃
止
に
合

わ
せ
て
大
崎
場
外
発
売
所
が

閉
鎖
さ
れ
る
た
め
、
和
解
金

２
千
万
円
を
支
払
う
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

競
馬
の
遺
産
を
全
て
引
き
継

ぐ
私
た
ち
に
は
、
事
業
の
清
算

と
い
う
大
き
な
課
題
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、

競
馬
場
の
跡
地
活
用
と
い
う
夢

あ
る
課
題
も
手
に
し
て
い
ま
す
。

競
馬
場
跡
地
は
江
戸
時
代
に

干
拓
で
整
備
さ
れ
た
土
地
で
、

お
よ
そ
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
り

ま
す
。
跡
地
を
夢
あ
る
荒
尾
の

未
来
に
生
か
す
た
め
に
、
市
で

は
市
民
代
表
を
含
む
委
員
９
人

に
よ
る
「
競
馬
場
跡
地
活
用
検

討
委
員
会
」
で
議
論
を
始
め
ま

し
た
。

競
馬
に
よ
っ
て
礎
を
築
い
た

荒
尾
は
、
そ
の
跡
地
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
夢
へ
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

荒尾市はこの 4 月、市制施行 70 周年を迎え
ました。人で言えば古希を迎えることになりま
すが、歴史の中で大きな出来事です。
荒尾市は、かつての炭鉱のまちから再生し、
新しく動き始めます。昨年 12 月の第５次荒尾
市総合計画基本構想の答申に続き、前期基本計
画を３月 20 日に行いましたが、荒尾市が重点的
に取り組む事業である「有明優都戦略」の中で、
健康、子育て、産業、観光、暮らしを充実させ
ていく決意を新たにしたところだと思います。
荒尾競馬の歴史は 84 年ととても長く、多くの
人に愛されました。市民と歩んできた競馬を閉
じるというのは、荒尾から一つ光が消えたのと
同じことだと思います。ここで新しい光をとも
して輝き始めるために、跡地をどのように活用

するかがとても大切なことです。
今、市民の代表と有識者による競馬場跡地活
用検討委員会で、跡地の活用方法についてのア
イデアを出しているところです。まだ方向性は
十分決まっていませんが、福祉分野、産業分野、
教育分野などさまざまな方向性を検討していて、
荒尾の再生のためにどのように活用していくの
かを議論しています。
荒尾市は、住みよいまちであるという評価を
市民の皆さんから受けていますので、それを念
頭に置き、福岡市や熊本市と近い地理的利点も
生かせる活用法を考えていきます。
今ある荒尾の暮らしやすさをさらに高める活
用方法を探り、夏頃には中間報告を、冬には市
長へ提言を行う予定です。

あらい・かつひこ　昭和 18 年生まれ、熊
本市在住。熊本学園大学経済学部教授。第
5 次荒尾市総合計画審議会会会長も務める。
荒尾のまちづくりに、平成 4 年の第 3 次総
合計画から参加。

荒尾競馬場の広大な跡地を、第 5 次荒尾市総合計画が目指す「し
あわせ優都あらお」の実現のために、荒尾の次の「夢」を育む
場所として、活用方法を議論し始めています。
これからの荒尾にしあわせをもたらす活用方法とは―。荒尾競
馬場跡地活用検討委員会会長の荒井勝彦さんに話を聞きました。

競馬事業廃止で荒尾市が引き継ぐ債務
累積赤字 およそ 13 億 6 千万円
地方競馬全国協会からの借入金 2 億円
JA たまなからの借入金 4億円
システムリース債務 およそ 7600 万円

▶荒尾競馬場跡地活用検討委員会
学識経験者、経済団体、市民団体、行政職員な
どによって構成される委員会。競馬跡地の利用
方法を検討しています。平成 24 年 1 月に発足し、
これまで 2 回開催。今後は年末までに 5 回～ 6
回の会議を行う予定です。

それでも未来へ走り続けるために―
再就職、事業の清算、跡地活用…夢と共に残る課題

競
馬
の
遺
産
を
全
て
引
き
継
ぐ

次
の
夢
に
つ
な
ぐ
た
め
に

住みよいまちと評価された荒尾を念頭に
暮らしやすさをさらに高める活用を

荒尾競馬場跡地活用検討委員会会長
荒井勝彦さん

※ 1　経営状況が悪化した第三セクターなどについて廃止や清算
をする場合、国が地方自治体に発行を認める地方債。負
債を早期に処理し、地方財政の健全化を進めるのが狙い。
返済期間は基本が 10 年。

※ 2　債務を返済した後で残るお金のこと。
※ 3　金銭債務を返却するお金。
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平
成
23
年
12
月
23
日
。
年
末

の
冷
え
込
み
厳
し
い
こ
の
日
、

荒
尾
競
馬
場
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

荒
尾
競
馬
が
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
す
瞬
間
を
目
に
焼
き
付

け
よ
う
と
、
競
馬
フ
ァ
ン
や
市

民
が
訪
れ
、
最
盛
期
を
偲
ば
せ

る
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
ま
し
た
。

潮
風
と
大
き
な
声
援
、
明
る

い
日
差
し
を
受
け
な
が
ら
、
人

馬
一
体
と
な
っ
て
進
む
先
を
見

据
え
て
砂
を
蹴
り
上
げ
、
駆
け

抜
け
て
い
く
。
人
と
馬
が

共
に
走
る
。
公
正
な
競
技

の
た
め
の
関
係
者
の
た
ゆ

ま
な
い
努
力
。
馬
へ
注
ぐ

愛
。
躍
動
す
る
人
馬
へ
賭

け
る
夢
。
そ
れ
ら
が
あ
っ

て
成
り
立
つ
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
生
き
生
き
と
し
た
競
馬
の
魅

力
が
、
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

84
年
前
、
ま
ち
を
発
展
さ
せ

た
い
と
願
っ
た
住
民
の
熱
烈
な

誘
致
活
動
が
実
っ
て
設
置
さ
れ

た
荒
尾
競
馬
は
、
多
く
の
人
の

「
夢
」
を
乗
せ
て
歴
史
を
駆
け
抜

け
、
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

ま
ち
を
よ
り
良
く
し
た
い
と

い
う
願
い
は
、
競
馬
が
物
語
を

閉
じ
る
今
昔
も
変
わ
ら
ず
私
た

ち
の
中
に
息
づ
く
も
の
で
す
。

そ
れ
は
競
馬
と
共
に
育
み
、
受

け
継
い
で
き
た
夢
を
紡
ぐ
「
血

統
」
と
も
呼
べ
る
も
の
で
、古
里
・

荒
尾
に
対
す
る
強
い
思
い
な
の

で
す
。

「
荒
尾
と
い
え
ば
競
馬
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
、「
競
馬

の
な
い
荒
尾
」
と
い
う
新
し
い

か
た
ち
で
踏
み
出
し
て
い
く
こ

の
４
月
は
、
競
馬
と
共
に
育
ん

で
き
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
き

血
潮
を
引
き
継
い
で
、
新
し
い

荒
尾
の
「
夢
」
の
物
語
を
紡
ぎ

始
め
る
節
目
と
な
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
創
る
荒
尾
の
物
語
は
、
84
年

前
と
同
じ
よ
う
に
、
有
明
海
の

潮
風
香
る
競
馬
場
跡
か
ら
再
び

始
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

夢
が
駆
け
抜
け
た
広
い
大
地

を
決
し
て
「
夢
の
跡
」
に
し
な

い
―
住
み
よ
く
幸
せ
な
荒
尾
の

新
し
い
「
夢
つ
な
ぐ
物
語
」
を
、

荒
尾
に
住
む
私
た
ち
の
手
で

し
っ
か
り
と
未
来
へ
紡
い
で
い

く
―
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
時

は
、
こ
れ
か
ら
な
の
で
す
。

本市はこの４月、市制施行 70 周年を迎えまし
た。時を同じくして荒尾競馬を廃止しなくては
ならなかったことは、まことに断腸の思いです。
しかし、将来の荒尾のことを思い、廃止を決断
しました。関係者や市民の皆さんには、ご理解
をいただきたく思います。
また、長い歴史を刻んできた荒尾競馬は、お
よそ 84 年の間荒尾市の地域活性化に寄与し、荒
尾市の雇用の創出や経済への波及効果は計り知
れないものがありました。荒尾の発展に貢献し
た競馬に携わってこられた関係者にあらためて
敬意を表し、関係者皆さんの再就職を最後まで
支援してまいります。
今後競馬については、残されている貴重な資
料を活用し、荒尾の地に馬事文化が栄えたこと
を後世に伝え、長く荒尾市民の誇りとして実感
できるような事業を実施できるように整備して
いきたいと考えているところです。
次に、26 ヘクタールという競馬場の跡地をど
のように活用するかということです。荒尾の将
来のためにどのような活用法がいいのか、荒尾
競馬場跡地検討委員会の皆さんに、さまざまな
角度から議論を重ねていただいています。

同時に、荒尾市の産業の活性化を目指して企
業誘致活動にも力を入れると共に、有明海沿岸
道路の延伸などの要望活動も続けるなど、荒尾
市の発展を促す施策を進めていきます。競馬場
のある地域や県境地域だけでなく、荒尾市全体
の活性化のために緊急の課題だと考えています。
荒尾市は本年度、さらなる飛躍のための一歩
を踏み出します。市制施行 70 周年を迎えるこの
年に、これまでの荒尾をさらに発展させる第 5
次荒尾市総合計画のもとでまちづくりを進めて
いきます。本市のまちづくりの原点は、市民と
行政が対等な立場で手を取り合う「協働」です。
市政運営の課題はいくつも残されていますが、
荒尾市の歴史と文化という土台を踏まえ、荒尾
にしかない地域資源を大切にし、市民の皆様と
ともに、一歩一歩先を見据えて頑張っていきた
いと思っています。
長い競馬の歴史の中で、多くの人が競馬に従
事し、荒尾市のために尽力してくださいました。
そのご労苦に報い応える意味でも、荒尾市民が
誇りを持ち、70 年間つないできた夢をさらにつ
なぎ、住みよい夢あるまち・しあわせ優都あら
おを、皆様と共に築く決意を新たにしています。

競
馬
と
共
に
育
ん
で
き
た

夢
を
紡
ぐ
荒
尾
の
「
血
統
」。

思
い
が
物
語
を
さ
ら
に
つ
な
い
で
い
く

協働のまちづくりで
作り上げる
しあわせ優都あらお
そのために踏み出す
一歩

荒尾市長
（元荒尾競馬事業管理者）

前畑淳治

競馬廃止という、未来の荒尾を見据
えた苦渋の決断。これから競馬の歴
史を踏まえて、どのような荒尾を目
指していくのでしょうか。
キーワードは「協働」。元気な荒尾は、
私たちの手から始まります。

平成 24 年 12 月 23 日、第 9 レース。多くのファンに見守られたラストラン。
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